
'
［＇
［＇
［＇
ー'
],-「＇
］＇
］

学

会

彙

報

'
ー'
['
[＇
ー，
1,-「＇
］＇
]

[
研
究
発
表]

一
、

李
賀
の
「
酒
蘭
感
覚
中
区
窄」
の
旬
を
め
ぐ
っ
て

筑
波
大
学
大
学
院

小
田

一
、

唐
代
立
春
関
連
詠
作
に
関
す
る
研
究

筑
波
大
学
大
学
院

隋

一
、

董
其
昌
「
書
の
時
代
性
説」

成
立
の
背
景

ー
唐
人
書
に
存
す
る
「
法」
の
称
揚
に
着
目
し
て
1

安
田
女
子
大
学

尾
川

明
穂

一
、

会
沢
正
志
斎
の
『
中
庸
釈
義』
に
つ
い
て

常
磐
大
学

松
崎

哲
之

一
、

北
朝
に
お
け
る
建
安
の
侠
轡

文
教
大
学

樋
口

泰
裕

一
、

敦
煽
本
論
語
疏
に
見
え
る
「
無
為、

謂
不
躁
動
也」

は

郭
象
の
説
か

東
京
外
国
語
大
学
名
誉
教
授

高
橋

[
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム]

「
澳
詩
教
材
と
し
て
の
杜
甫
の
詩」

司
会

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校

大
橋

源
遠

健
太

0
例
会

氏

平
成
二
十
六
年
五
月
十一
日
（
土）

氏 氏 氏 氏 氏 氏

0
平
成
二
十
六
年
度
中
国
文
化
学
会
大
会

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
八
日
（
土）

於
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校

[
総
会]

一
、

開
会
の
辞

二、

議
長
選
出

三、

会
長
挨
拶

四 、

諸
報
告

(
1)

総
務
委
員
会

(

2
)

企
画
委
員
会

(
3)

編
集
委
員
会

(

4
)

会
計
委
員
会

(
5)
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
小
委
員
会

五 、

議
事

(
1)

平
成
二
十
五
年
度
決
算

(

2
)

平
成
二
十
六
年
度
予
算

八 、

閉
会
の
辞

井
川
義
次
委
員

井
川
義
次
委
員

加
藤
敏
副
会
長

加
藤

敏
委
員

松
村
茂
樹
委
員

坂
口
三
樹
委
員

井
川
義
次
委
員

菅
野
智
明
委
員

於
大
妻
女
子
大
学

加
藤
敏
副
会
長

松
崎
哲
之
会
員
を
議
長
に
選
出

安
藤
信
廣
会
長

パ
ネ
リ
ス
ト

北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校

後
藤

秋
正

氏

長
野
県
短
期
大
学

谷
口
真
由
実

氏

北
海
道
旭
川
東
高
等
学
校

大
村

勅
夫

氏
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平
成
二
十
六
年
十
月
四
日
（
土）

一
、

趙
次
公
「
和
蘇
詩」

初
探筑

波
大
学
大
学
院

一
、

『
尚
書』
に
お
け
る
「
言」

と
「
事」

ー
前
漠
期
に
お
け
る
尚
書
観
の一
端
ー

千
葉
大
学

内
山

〈
古
典
籍
展
示
（
高
橋
均
会
員
蔵）〉

①

読
雅
筆
記
上
中
下
巻一
冊
（
写
本、

清
・

李
秀
著）

王

於
大
妻
女
子
大
学

直
樹

氏

連
旺

氏

一
、

梁
武
帝
「
異
趣
帖」

に
関
す
る一
考
察

ー
王
世
奈
旧
蔵
本
を
中
心
に
1

茨
城
県
立
水
戸
第
二
高
等
学
校

下
田

一
、

「
正
し
い」

字
音
と
は
？
ー

「
栖
（
棲）」

を
例
に

筑
波
大
学

小
松

〈
古
典
籍
展
示
（
高
橋
均
会
員
蔵）〉

字
書
二
点

①

字
彙
十
四
巻
十
四
冊
（
明・
梅
贋
詐
音
釈、

彙
賢
斎
蔵
版 、

明

刊
清
初
印
？）

②

通
雅
五
十
二
巻
二
十
八
冊
（
明
・

方
以
智
撰 、

江
戸
期
刊
〔
齋

藤
茂
吉
iB
蔵〕）

（
附）
和
刻
本
字
彙
十
五
冊
（
江
戸
後
期
印
本、

無
刊
記） 建

男
章
平

氏 氏

平
成
二
十
六
年
三
月
七
日
（
土）

垂
東

茂
樹

氏 氏

②

文
章
軌
範
輯
釈
七
巻
三
冊
（
宋
・

謝
桔
得
撰 、

日
本
・

豊
島
毅

校
輯 、

明
治
十
七
年
活
字
出
版）

③

文
章
奇
観
三
巻
三
冊 、

続
編
三
巻
三
冊
（
大
谷
元
知
編
輯 、

明

治
十
年
出
版）

④

簑
喜
鷹
叢
書
十
五
巻
七
冊
（
清
・

偲
雲
龍
輯 、

光
緒
十
五
年

刊）

於
大
妻
女
子
大
学

平
成
二
十
六
年
十
二
月
六
日
（
土）

一
、

長
尾
雨
山
の
印
学
に
つ
い
て大

妻
女
子
大
学

松
村

一
、

『
官
許
問
答
便
語」

多
重
同
音
字
注
に
つ
い
て

文
教
大
学

蒋

〈
古
典
籍
展
示
（
高
橋
均
会
員
蔵）〉

江
戸
期
に
お
け
る
宋
版
の
景
刊

①

尚
書
正
義
二
十
巻
（
弘
化
四
年
熊
本
藩
用
足
利
学
校
蔵
南
宋
本

景
刊）

②

休
雅
三
巻一
冊
（
天
保
十
五
年
羽
沢
石
経
山
房
用
狩
谷
氏
蔵
本

景
刊）

③

易
書
詩
校
調一
冊 、

春
秋
三
伝
校
諮
（
羽
沢
石
経
山
房
刊）

於
大
妻
女
子
大
学

( 1 12) 



一
、

清
初
の
書
法
指
南
書
に
つ
い
て

ー
王
樹
・

蒋一
族
の
指
南
書
を
中
心
に
1

大
妻
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

高
橋

一
、

元
結
の
新
題
楽
府
を
め
ぐ
っ
て

千
葉
大
学

加
藤

〈
古
典
籍
展
示
（
高
橋
均
会
員
蔵）〉

図
解
資
料
(
1)

①

儀
礼
釈
宮
図
解一
冊
（
文
化
十
二
年

紀
藩
・

川
合
衡
著 、

鴨

好
文
軒
刊）

②

群
経
宮
室
図
上
下
二
巻
四
冊
（
半
九
書
塾
刊
〔
焦
循
原
刊〕

嘉
慶
五
年
凋
集
梧
序）

③

新
定
三
礼
図
二
十
巻
二
冊
（
康
煕
十
五
年
納
蘭
成
徳
序）

0
平
成
二
十
六
年
度
役
員

会

長

安
藤
信
廣

副
会
長

加
藤
敏

理

事相
原
茂 、

薄
井
俊
二、

大
上
正
美 、

大
橋
賢一

、

甲
斐
勝
二、

加
藤
章、

後
藤
秋
正、

櫻
田
芳
樹 、

佐
々
木
勲
人、

清
水
智
恵 、

高
橋
明
郎 、

高
橋
由
利
子、

谷
口
匡 、

谷
口
真
由
実 、

細
谷
美
代
子、

堀
池
信
夫、

三
上
英
司 、

向
嶋
成
美 、

敏
佑
太

氏 氏

中
国
文
化
学
会
zhongguo
wenhu
axuehui
@yahoo .
co .jp

(
〒
三
0
五
ー

八
五
七
一

茨
城
県
つ
く
ば
市
天
王
台―
|-
|­

筑
波
大
学

人
文
社
会
科
学
研
究
科

文
芸
・

言
語
専
攻
内）

※
住
所
・

勤
務
先
等
に
変
更
の
あ
っ
た
方
は、

事
務
局
宛
御一
報
下

さ
い。 村

田
和
弘 、

山
中
恒
己 、

吉
原
英
夫、

鷲
野
正
明

理
事
・

委
員
（
兼
任）

総
務
委
員

加
藤
敏 、

尾
川
明
穂 、

菅
野
智
明、

小
松
建
男 、

樋
口
泰
裕 、

渡
邊
大

企
画
委
員

松
村
茂
樹（
常
務
理
事） 、

加
固
理一
郎 、

佐
藤一
樹 、

白
井
啓
介 、

玉
城
要、

渡
辺
雅
之、

渡
邊
義
浩

編
集
委
員

坂
口
三
樹
（
常
務
理
事） 、

阿
川
修
三、

内
山
直
樹 、

河
内
利
治、

木
村
淳 、

蒋
垂
東 、

寺
門
日
出
男 、

増
野
弘
幸

会
計
委
員

井
川
義
次
（
常
務
理
事） 、

大
塚
秀
明

会
計
監
査

伊
原
大
策 、

佐
藤
麻
衣

幹

事

加
藤
文
彬 、

宇
賀
神
秀一

、

小
田
健
太
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中
国
文
化
学
会
会
則

第
一

条
（
名
称）

本
会
は
中
国
文
化
学
会
と
称
す
る 。

第
二
条
（
目
的）

本
会
は
中
国
文
化
及
び
漢
文
学
の
研
究
と
そ
れ
に
基
づ
く

教

育
へ
の
寄
与
を
も
っ
て
目
的
と
す
る 。

第
三
条
（
事
業）

本
会
は
以
下
の
諸
事
業
を
行
う 。

ア

大
会

年
一

回 。

イ

例
会

年
数
回 。

ウ

会
報
『

中
国
文
化』

の
発
行 。

エ

会
員
名
簿
の
発
行 。

オ

そ
の
他 、

本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
た

事
業 。

第
四
条
（
会
員）

本
会
は 、

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人 、

法
人 、

団
体
の

会
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る 。

2

本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
も
の
は 、

会
員
一

名
の
推
薦
に
よ
り
理
事

会
の
承
認
を
経
て
会
貝
と
な
る
こ
と
が
で
き
る 。

3

会
員
は
第
三
条
に
い
う
諸
事
業
に
参
加
し 、

刊
行
物
の
頒
布
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る 。

4

会
員
は
本
会
則
に
定
め
る
会
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

第
五
条
（
役
貝）

本
会
に
以
下
の
役
貝
を
筐
く 。

ア

会
長

一

名 。

会
長
は
総
会
に
お
い
て
会
員
の
互
選
に
よ
り

選
出

さ
れ
る 。

会
長
は
会
を
代
表
し 、

会
務
を
統
べ
る 。

イ

副
会
長

本
会
に
副
会
長
一

名
ま
た
は
二
名
を
慨
く
こ
と
が
で
き

る 。

副
会
長
は
理
事
会
の
議
を
経
て
会
長
が
委
嘱
す
る 。

副
会
長

は
会
長
を
補
佐
し 、

会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
行

す
る 。

ウ

理
事

十
五
名 。

理
事
は
総
会
に
お
い
て
会
員
の
互
選
に
よ
り

選

出
す
る 。

会
長
は
理
事
会
が
必
要
と
認
め
た
場
合 、

総
会
で
選
出

さ
れ
た
理
事
以
外
に
理
事
若
T
名
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る 。

工

常
務
理
事

若
干
名 。

常
務
理
事
は
理
事
の
中
か
ら
互
選
に
よ
り

選
出
す
る 。

役
員
の
任
期
は
二
年
と
し 、

再
任
を
妨
げ
な
い 。

役
貝
は
満
七
十
五
歳
を
超
え
て
在
任
で
き
な
い 。

た
だ
し 、

任
期
の

途
中
で
満
七
十
五
歳
に
達
し
た
役
員
は 、

当
該
任
期
末
ま
で
在
任
す

3 2 

る
も
の
と
す
る 。

第
六
条
（
総
会）

総
会
は
本
会
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で 、

会
長
が
招
集
し 、

毎
年
一

回
開
催
さ
れ
る 。

第
七
条
（
理
事
会）

理
事
会
は
会
長
が
招
集
し 、

会
の
重
要
事
項
を
審
議
す
る 。

第
八
条
（
常
務
理
事
会）

本
会
の
日
常
会
務
を
執
行
す
る
た
め
に
常
務
理
事
会

を
置
く 。

常
務
理
事
会
は
会
長 、

副
会
長 、

常
務
理
事
を
も
っ
て
構

成
す
る 。

第
九
条
（
委
員
会）

常
務
理
事
は
以
下
の
委
員
会
に
属
し 、

会
務
を
分
担
す
る 。

ア

総
務
委
員
会

イ

企
画
委
員
会

ウ

編
集
委
員
会

工

会
計
委
員
会

第
十
条
（
会
計
監
育
委
員）

会
計
監
査
委
員
は
毎
年
一

回
本
会
の
経
理
全
般
を

監
査
し 、

そ
の
結
果
を
総
会
に
報
告
す
る 。

会
計
監
査
委
員
は
理
事

以
外
の
会
員
の
中
か
ら
会
長
が
委
嘱
す
る 。

第
十
一

条
（
選
挙
管
理
委
員）

選
挙
管
理
委
員
は
二
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
会
長

と
理
事
の
改
選
を
実
施
し 、

そ
の
事
務
を
取
り
扱
う 。

第
十
二
条
（
会
計）

本
会
の
諸
事
業
に
要
す
る
経
費
は
会
員
の
納
人
す
る
年
会

費
及
び
寄
付
金
な
ど
で
賄
わ
れ
る 。

2

年
会
費
四 、
0
0
0
円
と
す
る 。

3

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一

日
に
始
ま
り 、

翌
年
三
月
三
十
一

日
を
も
っ
て
終
わ
る 。

第
十
三
条
（
改
定）

本
会
則
の
改
定
は 、

理
事
会
の
発
議
に
よ
り 、

総
会
出
席

者
の
過
半
数
の
同
意
を
得
て
行
う 。

〔
付
則〕

1

本
会
則
は
一

九
九
七
年
（
平
成
九
年）

六
月
二
十
八
日
か
ら
大
塚

漢
文
学
会
会
則
に
代
っ
て
発
効
す
る 。

―
1
0
0
一

年
（
平
成
十
三
年）

六
月
二
十
三
日
改
正 。

―
I
O
I
――一
年
（
平
成
二
十
五
年）

六
月
二
十
九
日
改
正 。

本
会
の
事
務
所
を
当
分
の
間
筑
波
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科

文
芸
・

言
語
専
攻
内
に
置
く 。

〔
了
解〕
（
理
事
の
選
出 、

委
嘱 、

常
務
理
事
の
互
選
に
関
し
て）

理
事
会
は
可
能
な
限
り

全
国
各
地
区
か
ら
選
出
の
理
事
を
含
め
て
構
成
し 、

常
務
理
事
会
は
実
務
担
当
に
便
宜
な
地
域
に
居
住
す
る
理
事
で
構
成
す
る 。

2
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「 中 国 文化」 投稿規定

〈応募資格な ど〉
1 中 国文化学会会員 に 限 る 。
2 応募原稿 は、 未公開 の も の に 限 る 。 た だ し 、 口 頭 で 発表 し こ れ を 初 め て 論文 に ま と め

た も の は受理す る 。
〈原稿枚数な ど 〉

3 原稿 は校正時に加筆を 要 し な い 完全原稿 と す る 。
4 原稿枚数 は、 本文 ・ 注 （原稿用紙 1 マ ス に 1 字 を 収 め る 。 ） ・ 図版な ど を あ わ せ て 、 下

記の枚数を厳守す る 。
( 1 )論 文 ： 400字 詰 め35枚以 内。 （ ワ ー プ ロ 使用 の 場合、 縦書 き は26字 X 21行 で

26枚以 内 と し 、 横書き は35字 X 33行で12枚以内 と す る 。 ）
(2)研究 ノ ー ト ： 400字 詰 め20枚以 内。 （ ワ ー プ ロ 使用 の 場合、 縦書 き は26字 X 21行 で

15枚以 内 と し 、 横書き は35字 X 33行で 7 枚以内 と す る 。 ）
5 図 版 を 必要 と す る 場合、 占有面積半ペ ー ジ 分 を550字 と し て換算す る 。 図版原稿 は そ の

ま ま 版下 と し て使用 で き る 鮮明 な も の と し 、 掲載希望 の 縦 ・ 横 の 寸法 を 明示す る 。 表
に つ い て も 、 掲載希望 の縦 ・ 横 の寸法を 明示す る 。

〈体裁 ・ 表記な ど〉
6 原稿 は縦書き ・ 横書 き の い ずれで も よ い 。
7 原稿 は常用漠字を原則 と す る 。 正漢字 ・ 簡体字な ど を 用 い る 場合は下記 に 注意す る 。

( 1 )  引 用 文 な ど必要箇所 を 正漢字で表記す る 場合は、 原稿提 出 時 に お い て表記が完
成 さ れ て い る こ と 。 （正漢字箇所を必ずマ ー カ ー な ど で マ ー ク す る こ と 。 ）

(2) 引用文な ど必要箇所を 簡体字で表記す る 場合 も ( 1 ) に 同 じ 。
(3) と く に ワ ー プ ロ 原稿 の 場合、 上記の 点 に 留意す る こ と 。 引 用 部分が手書 き に な

っ て も 差 し 支 え な い 。
8 中 国語 の ロ ー マ 字表記は、 漢語併音方案に よ る 。 但 し 、 特殊な綴 り で通用 し て い る 固

有名 詞 や、 本人が 自 分 の 名 前 に 使用 し て い る 綴 り に つ い て は 、 そ の 使用 も 認 め る 。 ま
た、 日 本語の ロ ー マ 字表記は、 ヘ ボ ン 式の使用 を原則 と す る 。

〈原稿提 出〉
9 ( 1 ) 締切 日 ： 2 月 末 日 （厳守す る こ と ）

(2) 提出先 ： 別途定 め る 編集事務局宛
(3) 原稿 は必ず書留 に よ り 上記 に 郵送す る も の と し 、 2 月 末 日 ま で の 消 印 の あ る も

の を 有効 と す る 。
(4) 応募時 に 、 原稿以外 に 複写 コ ピ ー 2 部 を 用意 し 、 合わせて計 3 部 を提 出 す る 。
（事故 に 備 え 、 提出前 に あ ら か じ め 自 家用 の コ ピ ー を必ず作成 し て お く こ と 。 ）

〈審査〉
10 採否 に つ い て は 、 編集委員会が委嘱 し た 査読委員 の 報告 を 受 け て、 編集委員会 で決定

し 、 4 月 上旬 ま で に 連絡す る 。
〈抜刷 ほ か〉

11 論文掲載者 に は 、 掲載誌 3 部お よ び抜刷30部 を贈呈す る 。

〔14〕




